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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 13,022 3.4 108 12.4 124 6.0 72 4.6
22年3月期第2四半期 12,599 △0.9 96 266.8 117 129.9 69 142.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 15.56 ―

22年3月期第2四半期 12.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,001 4,177 69.6 837.80
22年3月期 5,737 3,520 61.4 827.78

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,177百万円 22年3月期  3,520百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 12.00 12.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,100 2.8 290 11.9 309 5.4 180 7.8 42.32



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 5,500,000株 22年3月期  5,500,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  513,799株 22年3月期  1,246,800株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 4,689,693株 22年3月期2Q 5,499,200株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間における我が国経済は、一部猛暑効果による個人消費の底上げもありましたが、円高が脆弱

な地方経済にダメージを与え、企業においてもコスト削減や雇用調整などデフレの連鎖が続きました。 

 当第２四半期会計期間における花き業界は、まず猛暑・干ばつで不作となり、入荷量は減少しました。消費面でも

暑さで総需要量は鉢物を中心に減少しました。しかし、七夕・お盆・お月見・お彼岸といった物日は、例年以上の盛

り上がりで、野菜と同様に花も10年来の高値となりました。 

 当社はこのような状況の中、花における全国中核卸売市場として、集荷を強化し、供給力を高めました。結果とし

て、当第２四半期会計期間の国産切花の入荷量は、前年の同四半期に比べると7.0％減少しましたが、輸入切花は前

年同四半期に比べると11.6％増加しました。また、品薄高により、切花の取扱高は国産品・輸入品ともに増加しまし

た。 

 以上の結果、当第２四半期会計期間（平成22年７～９月）の業績は、売上高6,779,762千円（前年同四半期比5.0％

増）となり、その内訳をみますと、切花の取扱高6,438,664千円（前年同四半期比6.1％増）、鉢物の取扱高313,788

千円（前年同四半期比11.7％減）、付帯業務収益27,309千円（前年同四半期比3.6％減）となりました。利益につき

ましては、営業利益51,202千円（前年同四半期比104.5％増）、経常利益56,071千円（前年同四半期比79.0％増）、

四半期純利益32,914千円（前年同四半期比76.9％増）と増収増益となりました。 

   

 品目別の概況は次の通りです。 

  

切花 

  

キク類                      売上金額     1,747,080千円（前年同期比 16.2％増） 

                          取扱数量       30,723千本（  同    6.0％減） 

・キク類は全国的に品薄傾向で、流通量が少なかったことから、販売側も品物を確保するために積極的に動いていま

した。そのため需要期には高値で推移しましたが、量販店や花束加工業者などでは、価格が高すぎるために利益が出

にくくなると言った状況でもありました。 

・小菊は、生育期である春先の低温と、それに続く夏場の高温の影響を大きく受け、出荷が遅れるものや品質が充分

ではないものが多くみられました。そのため７月・８月のお盆需要期、９月のお彼岸需要期のいずれも深刻な品薄と

なりました。その結果、需要期には高値で推移しましたが、需要期後に、開花が遅れていたものがまとまって入荷し

供給過剰になると、相場を下げました。 

・スプレー菊は、国産品はもとより、輸入品も海外主要産地が日本と同様高温であったことが影響し、小菊ほどでは

ありませんが、品薄感がありました。加えて小菊の品薄を受け、需要期には高値での取引となり、前年を大きく上回

る販売金額となりました。 

・輪菊でも白菊が、夏場の高温の影響から開花が遅れたことにより、需要期に品薄となりました。高温の影響は数量

不足だけではなく、奇形や虫害など品質面にも表れました。 

  

洋ラン、バラ、カーネーション     売上金額      1,473,847千円（前年同期比 4.9％増）  

                          取扱数量         24,283千本（  同   0.9％減） 

・洋ラン類は、オンシジュームは安定した入荷で引き合いも強く、前年並の取引が続いていました。シンピジューム

は前年に比べるとやや少なめの入荷となり、品薄高でした。デンファレも少なめの入荷となりました。洋ラン類は９

月、入荷の促進を行い、品薄傾向が続く他品目の代替品として、また、夏場でも比較的花保ちが良いことから、小売

店・専門店などに販売提案をしました。そのため、９月の入荷量・販売金額は前年を上回りました。 

・バラは、猛暑であったことから、入荷量が減少しました。また、花のボリュームが不足するなど、品質面からみて

も猛暑の影響を受け、国産の上位等級品を中心に入荷量が前年よりも少なくなりました。９月のブライダル需要期に

かけてもそれらの影響は残り、上位等級品を中心に品薄となり、高値での取引となりました。 

・カーネーションは、需要期を中心に概ね順調な入荷となりました。各需要期においては、品薄傾向であった他品目

の代替品としての需要にもよく応えました。そのため、期間を通して入荷量は増加したものの、相場を崩すことはな

く、販売金額は前年を大きく上回りました。スプレーカーネーションも同様に代替品としての需要が増しました。天

候の影響などから、国産・輸入品ともに若干数量が不足する時期はありましたが、期間を通してみると、概ね前年並

の入荷量と販売金額となりました。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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球根類                      売上金額      828,124千円（前年同期比 2.6％減） 

                          取扱数量        7,921千本（   同    11.5％減） 

・ユリ類においてもテッポウユリが、猛暑の影響を受け開花が進みました。そのため需要期よりやや早めに出荷の最

盛期を迎える産地があり、お盆・お彼岸の需要期には品薄高になりました。特に９月に入ると前進したために入荷量

が減少し、高値での取引となりました。オリエンタルユリも同様に開花が早まり、また丈の短いものが増えるなど、

猛暑の影響を受けました。入荷がやや少なかったピンク系は婚礼需要などにおいて活発に取引されました。 

・アルストロメリアは、天候の影響や改植のため、期間を通して前年を下回る入荷量で推移しました。暑さのため品

質が低下するものもありました。しかし、業務需要などを中心に欠かせない商材でもあるために、高値での取引が続

きました。それでも不足した数量を補うには至らず、トータルの販売金額では、前年を下回りました。 

・ダリアは暑さにより開花が遅れたことで、婚礼需要が活発になる９月に大きく不足し、そのため高値での取引きと

なりました。しかし入荷量の大幅な減少を補えず、販売金額では前年を下回りました。 

・季節商材では、リヤトリスが、リンドウなどの品薄を受け、代替品目としての需要から、お盆需要期を中心に取引

が増えました。 

  

草花類                      売上金額      1,701,290千円（前年同期比 2.4％増） 

                          取扱数量          33,997千本（  同   3.4％減） 

・トルコギキョウは、７月は安定した入荷量で、相場も落ち着いていました。８～９月は猛暑の影響で各産地開花が

進み、入荷量が前年を大幅に上回ったため、厳しい相場展開となりました。９月の後半になると入荷量が減少したこ

とに加え、ブライダルやお彼岸などの需要が重なったことで取引が活発になりました。 

・スターチスは、特にムラサキ系のものが、入荷の少なかったリンドウに代わる商材として、お盆需要などを中心に

活発に取引されました。 

・季節商材では、ヒマワリが安定した入荷と相場で、前年並の販売金額となりました。また、販売面ではチェーン店

などで実施されたフェアが好評でした。また、他品目の品薄を受け、代替品目としてケイトウの取引は活発でした。

リンドウは、猛暑に加え、雨が少ないこともあり、全国的に開花が遅れました。そのため需要期に間に合わず、量販

店を中心に例年以上の注文が入り、高値での取引となりました。しかし需要期が明けると、遅れていたものがまとま

って入荷するなどし、相場を崩しました。秋に向けての商材として、８月以降は例年であればコスモスやストックな

どが出荷されますが、今年は秋になっても暑さが続いたことから生育が遅れています。 

  

枝物・葉物                    売上金額         688,321千円（前年同期比 5.7％増） 

                          取扱数量         13,670千本（  同   1.8％減） 

・枝物についても、天候の影響からやや品薄傾向となり、単価高で推移しました。また、気温の高い日が続いたこと

で、紅葉物などの出荷時期が例年より遅れています。 

・葉物は、切花が夏の猛暑の影響を受け、全体的に品薄傾向であったため、ボリュームを出すための商材としての需

要が高まりました。モンステラ、レザーファンなどは、販売金額を大きく伸ばしました。 

  

鉢物 

  

鉢物                        売上金額       313,788千円（前年同期比  11.7％減） 

                          取扱数量         1,256千鉢（  同    12.7％減） 

・洋ラン類においては、体制を新しくするなどして取り組んだこともあり、当初予想より順調な動きでありました。

主力のファレノは、７月、比較的安定した出荷となりました。販売面からみても、お中元需要が活発でした。８月の

高温による影響から、品質が充分ではなかったために９月は品薄傾向でした。そのことに加え、敬老の日や組閣とい

ったギフト需要があったため、引き合いは強くなりました。 

・観葉類等では、室内向けの観葉植物が比較的順調に動き、７月と９月には前年の販売金額を上回りました。 

・花鉢類は、高温が続いたことで、８月以降は生育の遅れなどから出荷量が減少、また品質の低下もみられました。

この夏場の天候は、10月以降の出荷にも影響を及ぼす可能性があるため、懸念されています。 

・苗物類は猛暑の影響を大きく受け、生産が減少しました。また、暑さのため、小売店・量販店などの店頭において

も動きが鈍いことから、販売も低迷しました。特に、屋外のガーデニング向けの花苗などは販売金額を落としまし

た。  
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（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産）  

 当第２四半期会計期間末における総資産は、第１四半期会計期間末と比較して169,873千円増加し、6,001,729千

円となりました。その主な内訳は、資産につきましては現金及び預金の減少103,453千円、売掛金の増加283,740千

円であります。  

  

（負債）  

  負債につきましては第１四半期会計期間末と比較して136,959千円増加し、1,824,294千円となりました。その主

な内訳は受託販売未払金の増加152,708千円であります。 

  

（純資産）  

  純資産につきましては第１四半期会計期間末と比較して32,914千円増加し、4,177,434千円となりました。その

主な内訳は利益剰余金が32,914千円増加したことによるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

  営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費、売上債権の減少等により増加した資金は105,838千円（前

年同四半期比34.4％減）となりました。 

 ②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、関係会社への貸付、固定資産の取得等により使用した資金は17,816千円

（前年同四半期比18.3％増）となりました。 

 ③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式売却等により増加した資金は577,105千円（前年同四半期は使

用した資金71,795千円）となりました。 

 この結果、当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物の残高は前事業年度末より665,126千円増加し、

2,490,528千円となっております。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 本資料の公表時点において、平成22年５月14日に決算短信にて公表しました平成23年３月期通期業績予想に変更

はありませんが、第２四半期累計期間につきましては業績予想の修正をしております。詳細は本日、平成22年11月

12日に別途開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 ・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

     当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる  

   ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ・固定資産の減価償却費の算定方法 

    定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に  

   よっております。 

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

・ 税金費用の計算 

     税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用 

   後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

     なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

  第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

  これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。   

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,490,528 1,825,402

売掛金 1,324,243 1,689,474

その他 208,797 177,524

貸倒引当金 △4,900 △3,132

流動資産合計 4,018,669 3,689,268

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 172,237 174,376

工具、器具及び備品（純額） 217,794 254,332

その他（純額） 130,062 117,309

有形固定資産合計 520,094 546,018

無形固定資産 91,688 119,924

投資その他の資産   

関係会社株式 603,735 603,735

長期前払費用 200,968 212,221

その他 609,107 608,804

貸倒引当金 △4,934 △5,023

投資損失引当金 △37,600 △37,600

投資その他の資産合計 1,371,276 1,382,137

固定資産合計 1,983,059 2,048,080

資産合計 6,001,729 5,737,348

負債の部   

流動負債   

受託販売未払金 1,056,872 1,418,097

買掛金 21,179 11,711

未払法人税等 56,337 119,703

賞与引当金 47,923 30,400

その他 159,888 177,868

流動負債合計 1,342,200 1,757,781

固定負債   

退職給付引当金 152,295 137,805

その他 329,798 321,039

固定負債合計 482,094 458,845

負債合計 1,824,294 2,216,626
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,500 551,500

資本剰余金 401,187 389,450

利益剰余金 3,661,480 3,639,552

自己株式 △436,733 △1,059,780

株主資本合計 4,177,434 3,520,722

純資産合計 4,177,434 3,520,722

負債純資産合計 6,001,729 5,737,348
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 12,599,073 13,022,317

売上原価 11,360,320 11,744,422

売上総利益 1,238,752 1,277,894

販売費及び一般管理費 1,141,926 1,169,109

営業利益 96,825 108,785

営業外収益   

受取利息 4,722 2,342

受取配当金 9,025 6,275

その他 6,995 7,007

営業外収益合計 20,743 15,625

営業外費用   

雑損失 160 －

営業外費用合計 160 －

経常利益 117,409 124,410

特別利益   

貸倒引当金戻入額 162 －

特別利益合計 162 －

特別損失   

固定資産除却損 105 －

リース解約損 － 107

特別損失合計 105 107

税引前四半期純利益 117,465 124,303

法人税等 47,691 51,337

四半期純利益 69,774 72,966
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（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,455,096 6,779,762

売上原価 5,819,449 6,113,429

売上総利益 635,646 666,333

販売費及び一般管理費 610,606 615,131

営業利益 25,040 51,202

営業外収益   

受取利息 2,496 1,523

その他 3,939 3,346

営業外収益合計 6,436 4,869

営業外費用   

雑損失 160 －

営業外費用合計 160 －

経常利益 31,316 56,071

税引前四半期純利益 31,316 56,071

法人税等 12,714 23,157

四半期純利益 18,602 32,914
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 117,465 124,303

減価償却費 93,937 92,632

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,293 17,523

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,255 14,489

貸倒引当金の増減額（△は減少） △162 1,678

受取利息及び受取配当金 △13,747 △8,617

固定資産除却損 105 －

売上債権の増減額（△は増加） 84,266 363,156

仕入債務の増減額（△は減少） △129,259 △348,954

未収入金の増減額（△は増加） △70 426

その他 △31,046 △42,168

小計 149,037 214,468

利息及び配当金の受取額 11,376 8,576

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 804 △117,206

営業活動によるキャッシュ・フロー 161,217 105,838

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,871 △4,508

無形固定資産の取得による支出 △13,447 △1,650

貸付けによる支出 △1,500 △4,000

貸付金の回収による収入 23,762 26,342

関係会社貸付けによる支出 △15,000 △34,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,057 △17,816

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △860

自己株式の売却による収入 － 635,644

配当金の支払額 △65,763 △50,952

リース債務の返済による支出 △6,031 △6,726

財務活動によるキャッシュ・フロー △71,795 577,105

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 74,364 665,126

現金及び現金同等物の期首残高 1,665,856 1,825,402

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,740,221 2,490,528
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 該当事項はありません。 

  

  

 当社は、平成22年６月14日に第三者割当による自己株式の処分を実施しました。この結果、当第２四半期累計期

間において株主資本が656,711千円増加し、当第２四半期会計期間末において株主資本が4,177,434千円となってお

ります。 

  

  

   品目別売上高 

  

当第２四半期会計期間の販売実績を取扱品目別に示すと、次のとおりであります。  

  

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．上記の金額には、卸売業務に付帯する業務収益（当第２四半期会計期間27,309千円）は含まれておりませ

ん。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

品目 
当第２四半期会計期間

（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日）

前年同期比 
（％） 

受託品（千円）  6,672,557  105.04

キク類（千円）  1,726,160  116.15

洋ラン、バラ、カーネーション（千円）  1,471,660  105.06

球根類（千円）  827,032  97.26

草花類（千円）  1,694,231  102.31

枝物・葉物（千円）  653,216  106.39

鉢物（千円）  300,255  87.08

買付品（千円）  79,896  107.08

キク類（千円）  20,919      

洋ラン、バラ、カーネーション（千円）  2,186      

球根類（千円）  1,092      

草花類（千円）  7,059      

枝物・葉物（千円）  35,104      

鉢物（千円）  13,533      

合計（千円）  6,752,453  105.07
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